
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3164 回例会     令和８年３月１２日 

≪司会≫ 薮崎 忍 君 

≪合唱≫ 静岡東ロータリー 

≪ソングリーダー≫ 北川言 君 

≪ゲスト≫ 株式会社青島文化教材社 青嶋大輔社長 

≪ビジター≫ なし 

≪本日のお祝い≫ 

・お誕生日 

３月２５日 近江 陽子君 

・結婚記念日 

なし 

 

≪会長挨拶要旨≫ 森下登志美 

会長 

皆様お疲れさまです。 

本日は来賓卓話として、 静岡模型

教材協同組合理事長であり㈱青島

文化教材 代表取締役社長の青嶋大

輔様から「プラモデルの歴史と次

世代に向けての業界の取り組み」

と題して卓話をいただきます。青

嶋様後ほどどうぞよろしくお願いいたします。 

さて前回の例会でお願いした、国際奉仕事業としての台

湾花蓮地区への募金へのご協力ありがとうございまし

た。皆様にいただいたご厚意で花蓮地区の復興が一日も

早くなされることを祈念しております。 

 

昨日３月 11 日は東日本大震災が発災した日でした。その

後 2024 年 4 月 3 日に起きた台湾東部沖地震。台湾では東

日本大震災を教訓に、震源地に近い花蓮県で地震発生

後、3 時間もたたないうちに避難所が設営されたそうで

す。「2 人組で、30 秒ほどで設置できる」組み立て式のベ

ッドなども用意され、１つのテントに 3 人が寝られる広

さがあり、テントにはペットボトルをリサイクルした素

材が使われているなど環境面での配慮もされています。 

 

その後復興の途上にあった花蓮ですが、昨年 9 月に台風

18 号に伴う大雨の影響で水や土砂が周辺の市街地に流れ

込み大変な被害となりました。同県中部にある同年 7 月

の台風被害でできた土砂ダムの水があふれて河川の下流

にかかる橋が流されたほか、市街地でも建物の 1 階部分

が冠水するなどし、軍のトラックを含む多数の車両が流

される被害も出たそうです。土砂ダムからは計 6 千万ト

ンの水が流出したとみられています。 

立法院院会（国会本会議）は昨年 10 月被災地の復興を効

率よく迅速に進めるため、300 億元（約 1490 億円）を上

限とした特別条例を可決していましたが、さらに 12 月 2

日、洪水被害が発生した東部・花蓮県の被災地の復興に

向けた特別予算を可決しました。予算規模は 270 億台湾

元（約 1340 億円）に達した他、今後の追加枠として 30

億元（約 149 億円）を確保しています。 

 

台湾国家当局もこのように復興に向けて努力している

中、私たちの想いも現地に届けることができればと考

え、皆さんにご協力をお願いしました。前回例会ご欠席

の方、またご協力いただける方がいらっしゃれば今日も

募金箱を回させていただきますのでよろしくお願いしま

す。 

なお、皆さんからいただいた募金については、2019 年に

当クラブをご訪問いただいた台北華真ロータリークラブ

にお届けいただきます。台北華真ロータリークラブでは

来月花蓮に救急車を贈呈することになっています。再来

週 26 日例会時に台北華真ロータリークラブの会長に弊社

台北支店にお越しいただき私から直接お渡しします。会

員の皆さんにはリモートでご覧いただく予定です。 

 



 

 

≪来賓卓話（又は会員卓話）≫ 

演題「プラモデルの歴史と次世代に向けての業界の取り

組み」      

所属 株式会社青島文化教材社 

役職 代表取締役社長 

氏名 青嶋大輔 

≪卓話サマリー≫ 

1. 青島文化教材社は 1924 年創業、今年で 102 年目 

静岡県はプラモデル出荷額全国 1 位 

そのうち約 8〜9 割が静岡市周辺に集積している趣旨の説

明 

ゲーム登場期に業界が低迷したが、コロナ禍の巣ごもり

需要で市場が再拡大 

プラモデル製造は、企画→設計→試作→金型→成形→印

刷→梱包→出荷という流れ 

車のプラモデルでは、開発費が「実車が何台か買えるほ

ど」かかる場合がある 

同社は、車、デコトラ、キャラクター商品、簡単組み立

てのスナップキットなど幅広い商品を展開 

「合体」「デコトラ」など、同社が商標を持つ概念もある 

一方で、商品企画や知財面では失敗事例・トラブルも経

験している 

行政と連携し、静岡市プラモデル化計画としてモニュメ

ント設置や出前授業を進めている 

静岡のまちづくりとの接続 

卓話の終盤では、プラモデルやホビー産業を、静岡の地

域活性化や観光・コンテンツ振興につなげる考えが強調

されている。さらに青嶋氏自身が、大道芸関連の新法人

にも関わる話が出ており、文化イベントとの連携も意識

されている。 

≪所感≫ 

青嶋社長のお話、非常に面白くためになりました。 

同じ世代ですが、伝統ある会社を引き継ぎながら、多く

の挑戦をされており、また静岡におけるプラモデルによ

る活性化もしっかり考え行動されている姿が印象的でし

た。素晴らしい講師をありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

≪スマイル報告≫ 

野田 祐輔君（RAIL HUB SHIZUOKA の紹介） 

近江 陽子君（誕生日の御礼） 

鍋田 知佐人君（会員増強のお願い） 

中島 浩二君（講師青嶋社長への 

藤田 尚徳君（講師青嶋社長への御礼） 

 

 

 

≪出席報告≫ 

 会員数 出席 欠席 ＭＵ 

 3/26 55

（ ） 

   

 3/12 55 

（ ） 

   

 3/5 57

（55） 

 

４６ 

 

８ 

 

１ 

（会報作成 藤田 尚徳） 

 


